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肺吸虫の直腸周囲組織異所寄生の剖検例
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%吸虫は元来肺臓に寄生するものであり，その他の臓

器組織に寄生するものは全て異所寄生と称されて来てい

る．異所寄生例は比較的多数報告されており，その寄生

部位として脳，脊髄硬膜，眼窟，眼除，大網，腹膜，腸

間膜，腸壁，体表．跨』光，心霊，肋膜，肝臓及び上行大

動脈周辺等が知られている．肺吸虫は感染後組織間際、を

’随行する習性があり，上記の各部に迷入し，そとて、眼局

性の特有な肉芽性炎による虫結節を形成し，或いは産卵

による虫卵結節を形成するが，之等は次第に 2次変化を

来し，壊死或いは石灰沈着による白亜化や石灰化を起す

様になる．虫体の壊死崩壊が石灰沈蔚以前に起ると，産

卵された虫卵のみが存在する虫卵結節様となり，虫体の

壊死崩壊が起らない時にも虫卵結節が集団的に形成さ

れ，そとより遠隔部位に虫結節が認められるとともあり

得る．虫体が発見されれば kいが，虫体が全く見出され

ない場合には虫卵のみによる種の同定が必要となる．

肺吸虫は木邦においては P.westermani, P. ohirai 

と P.iloktsuenensisの 3種が報告されており，最近新

たに P.kellicottiも発見されているが未明の点が多い．

然し従来報脅された人体寄生例は全て P.切 estermani

のみで他種の人体寄生例は全く報告されていない．

本例は門明：門癌て死亡し，剖検により偶然に肺吸虫卵

の白亜化した嚢腫が直腸周聞に発見されたもので，その

部より得られた虫卵により種の同定を試みたので報告寸

る．

臨床事項

吐，扇痩が現われ，三重県の某病院で食道癌と診断さ

れ， 1958年 2月頃よりは腹部膨満が著明となり，木学内

科に入院，胃噴門癌及び癌性腹膜炎と診断され放射線療

法を受けていたが，同年 6月24日死亡した．

入院中は中枢神経系の症状或いは胸痛，咳~，曙疾等

の呼吸器系症状も全く無く，尿中の寄生虫卵も検出され

なかったが，血液像て常時 3乃至 5%の好酸性白血球が

出現していた．

病理解剖学的事項

剖検により病理解剖学的には，胃噴門部膨様癌及び異

所性肺吸虫症で，

1) 胃噴門部寄りの手掌大の癌性潰蕩（組織学的に所

謂躍様癌〉 （写真 1)

2) 肝，騨，腹膜及び大網への播種性転移及び腹部リ

ンパ節転移（写真 1)

3) 血d~腹水 3,000 ml 

心 肺の限局性出血と肺門部リンパ節の石灰化巣

5) 胸膜の線維性癒着と石灰沈着

6) 肺吸虫卵による小豆大乃至示指頭大，数箇の直腸

後部疎菜室結合織内白亜化嚢瞳〈写真 2)

直腸後部疎緊結合織内の虫卵嚢腫は直腸後壁とは著し

い癒着はなく ．薄い線維’性被膜に覆われ，担粉泥状軟の

灰白色の恰もレントゲン造影剤てあるバリウム様の白亜・

化物質を容れ，小豆大から示指頭大のものが数箇認めら

れた．それ以外の部位には何処にも虫体或いは虫卵性の

肉芽や石灰沈着巣は見出すととは出来ない．虫卵性嚢1重
54才の男子，韓国人博徒． の内容は化学分析の結果炭酸カルシウムと燐酸カルシウ

既往歴 ：寄生虫病学的には， ；｛-fい頃より各地を渡り歩 ムを主成分としているととが判明し，その被膜は組織学

き，日にー升位の焼酎を飲み非常に蟹を好んで食してい 的に非常に薄く，大部分が躍原線維より成り，それに細

七蟹の行商もしていたが，売り物の蟹も大半は独りで 胞浸潤や幼若な肉芽組織は現在の所認め得ない．然し被

焼いたり漬けたり，茄てたいして多種多様のものを酒肴 膜の内面には白亜化している壊死物質の一部が附着して

に供していた．その間，肺吸虫による何等かの店状を訴 いる．その附着物質の中にはエオジンて僅かに淡染し，

eえた事には周囲の人は気付いていない． 過沃素酸シツフ（PAS）染色て陽性を示す不正円形の

現症陪 ：1957年 3月頃，食道狭窄感，食後の悪心眼 Kutikula様の卵膜が集塊状に認められる． その卵細胞
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はほとんぎ原形を保たず納頼粒状に石灰沈着を起してい

る．とれ等寄生虫卵の一部は躍原化した被膜内にも見出

される（写真 3). 

との虫卵性嚢腫の泥状内容物を 1～ 2cm3とり，これ

に25%アンチフォルミンを約 5ccと等f誌のエーテルを加

え充分に振還し， とれを約 2,000回転 2牙間遠心沈澱

し，沈涯にグリセリンを約lQCC加えよく撹持，約2,000

向転5～10分間遠心沈澱し，その液面表層をピペットに

とり，そのままスライド ・グラス上に封入，カバーグラ

スの重みが虫卵にかからぬよう速かに端をパラフィンて、

同定して観察した．

多くの虫卵内にも多少の石灰沈着を来し，卵細胞の構

造はほとんど不明となっているが，虫卵の大いさは中等

大，形は精円形を呈し，後極は前極より鈍て、比較的丸味

を帯びているものが多く，卵殻には小蓋を認める．一部

の標木て故意にカバー ・グラスを虫卵を押しつぶして卵

殻の肥厚状態等を観察すると，多くの虫卵の卵殻の厚さ

は一様で，無蓋端の肥厚はなく ，小蓋附浩二部及びその他

の厚~も概ね均等であった〈写真 4 ）.カバー ・グラス

の荷重のない標本による観察て， 160箇の虫卵を無差別

に測定した結果は第1図の如く，大いさは74.1×49.5μ

てあった．

その他の計測値は第 1表の如くて＼虫卵総数は 160箇

長径（100）に対する巾径比は66.8，最大巾位が中央に

あるもの40%，無蓋端側にあるもの31.9%で全般的にや

50 45 

部 ll';(l 虫卵の大いさ

や卵増F或いはなすご戸型をしているものが多くなってい

る．然し刻称性を調べると62.5%が非刻称である．無蓋

端の肥厚のないものは 68.4%，卵殻の一様性について

は，一様てあともの所.6%を算え得た．

とれらの成績から，観察された虫卵は明かに肺吸虫卵

であるが，肺吸虫ても多くの点て、大平肺吸虫（P.ohirai) 

或いは小型大平肺吸虫 （P. iloktsuenensis）のそれにJlI-

い性状を有している．ウエステルマン肺吸虫とそれらと

の鑑男Jj（－.とは虫卵だけではなく母虫の性状が必要となって

来るが，木剖検例には全く母虫が認められず，虫卵のみ

による推定がなされなければならない立場におかれてい

る．との様な立場に立って上記の測志成績からウエステ

ノレマン肺吸虫卵と云うより，むしろ大平肺吸虫卵或いは

小型大平肺吸虫卵と推定した方がよいと思われる．然し

従来大平肺吸虫或いは小型大平肺吸虫の人俸寄生例は報

告されておらず，生前の諸検査も陰性であり度内反応、等

による裏付けもないので大平肺吸虫或いは小型大平肺吸

虫症と断定するととも困難てあるかも知れない．

考按

肺吸虫の異所寄生例に就いての報告は非常に多いが，

細川らによる報告には昭和32年迄に 200例を越え，その

内約半数が中枢神経系である．次いで消化管及びその問

問即ち大綱．腹膜，腸間膜，腸壁等て、全体の約 I/sを占

めている．その他体表部ては皮下，陰嚢‘筋，腹壁があ

り，更に肋膜， §R宮及び限除，肝等が報告されているが

珍しい部位としては心嚢，上行大動脈周辺，腎周囲，勝

1光，卵管壁が挙げられている．従来は剖検により偶然に

発見されていたものが近年検査法，診断法の進京、により4

生前に発見確認される事が多くなって来たと言われる．

本例は胃！虫門癌のため死亡し，剖検により偶然に虫卵

嚢股が発見されたものである．虫卵嚢腫形成部は虹門部

皮肉に近い直腸後方の疎緊結合織内て，この様な部位に

形成された虫卵結節或いは嚢腫の報告例は見当らない

が，細川らの指摘している如く中招神経系への寄生と異

なり，腹腔内寄生の場合には自覚的並びに他党的症状の

少.t：い為，発見されない例は予想外に多いのではないか

と怨像される．

第 l表虫卵 の性状

虫卵数 大いさ（μ）

160 74.1×49.5 

中径比

（長径叩
に対aする／

66.8 

最大幅位（%）

目リ 中 後

28. 1 40. 0 31. 9 

( 32 ) 

:M ~民性

有 無（%）

37.5 62.5 

無蓋端肥厚 卵殻の一様性

有 無（%） 一様 不（均%）等

31.6 (98.4 85.6 14.4 
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写真説明

1) 広範な胃噴門癌とその浸潤により“ leatherbottle stomach ”の様相を呈し， 大網は1!¥Z;移によ

りゼラチユ／様に肥厚している．組織学的に隠様癌，所謂印環細胞癌である．

2) 直腸紅門後部疎転結合織内の数箇の白亜化した虫卵嚢腫， 薄い線維性被膜で被覆されている．

腸壁との癒着はない

3) 写真 2の虫卵嚢腹壁にみられる肺吸虫卵．へマトキシリユ／ ・エオジシ染色（×150)

4) 虫卵嚢腫内容より集卵し押しつぶした肺吸虫卵（×150)

5, 6) 大平或は小型大平肺吸虫卵に頼似した虫卵（×500)

7, 8) ウエスエ／レマン肺吸虫卵様の虫卵（×500)

( 33 ) 
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肺！投虫症の発生には地域的に大きな差があり ，発生頻

度の低い長野県において本例の有する意義は大きい．然

し本例は韓国人博徒て長野県以外の各地を歩いており，

史に肺吸虫の第2中間宿主てある蟹を生来の好物として

海産，淡水産を問わず酒の肴に暗んでいた事は肺吸虫症

催患の可能性が強く ，疫学的に興味ある点である．

.%吸虫の感染は寄生体の第2中間宿主から生のままで

最終宿主へ移行するととにより成立するもので，との場

合粍口感染の様式をとるとされている.1S：嚢仔虫をもっ

第 2中間宿主を食するととにより ，その幼虫が腸壁を破

って腹腔，横隔膜を破り胸腔を経て肺に達し，そとて成

虫となると言われている．或いは腹腔内に出た幼虫が肺

へ到達せずに他の臓器組織に迷入して夫々の部て虫結節

在形成し，或いは産卵して虫卵結節を形成する．虫卵の

部には血行性にイ自の部位に移行し虫卵栓塞を起し，そ

とに小さい虫卵結節を形成することもある．然しこの様

な場合は濃厚感染の時に多いとされている．従って異所

寄生例ては多くの場合肺にも寄生しているととが多いと

忠われるが，本例ては肺は全く肺吸虫寄生によると忠わ

れる限局性病巣は認められなかった．唯両胸膜の線維性

癒Jfil・と下葉胸膜に広範な石灰化巣が見られた事などは注

目を惹くが，気管分岐部に示指頭大の石灰化リンパ節が

存在するととからみれば，結核性変化ということも否定

出来ず，肺吸虫症との関係を明確に証拠づけられない．

本邦における肺吸虫は前述の P.zρeste1’f 

回存す巴），P. ohirai (Po と略す〉 と P.iloktsuenensis(Pi 

と略す〉てあるが，H)55年に宮崎が，九州産イタチから

見出した P.kellicotti (Pkと略すつを加えて 4種を挙

げることが出来る．人体に寄生するものは Pwのみが幸臣

告せられ他の 3種はドブネズミ ，プタ．イヌ，イタチ，

タヌキ，イノシシ，ダイコクネズミ ，ナンキンネズミ ，

ネコ，ウサギ，テンジクネズミなどへの寄生が知られて

いる．とれらにおける肺吸虫の種の同定には報告者によ

り異なり，一色，吉田らは虫卵だけで同定可能といい，そ

の同定基準を， ( 1 ) Pw, Po, Piの 3者は卵の大いさ

と巾径比とて殊に巾径比の大いものが Poて64，次にPi

の56,Pwは54という値を出している. ( ~） PwとPo,

Pi群との鑑別は卵の対称性，卵殻無蓋端肥厚の有無及

び最大巾位て，Pwは非対称，Po,Piは対称，Pwは無ー

蓋端が 100%肥厚し，Po,Piは75～90°0が肥厚がなく，

Pwは巾位は Pwては中央部より後傾寄りには全く認

めていなし、．文献的にはとの卵殻無蓋端肥厚の有無と最

第 2表虫卵の性状の文献的比較

報 告 者 色 吉田ら 色 色 吉田ら 著 者

種類 Pw Pw Pi Po Po 
採卵部位 母虫子宮内虫薬内母虫子 宮 内 母 虫 子 宮 内 虫 嚢 内 虫 薬 内

大いさ（μ） 86×46 101.5×55.6 89×50 89×57 
88.7×51.6 74.1×49.5 8；）×54 

巾符比（100に刻する） 54 55 56 
64 

58 66. 64 

虫卵数 100 50 100 lCO 
80 160 100 

81 76.0 12.5 28. 1 
24.0 93 66.2 40.0 。 58 

27.0 31. 9 60 

対称性%｛1犬、I耳fド 22.0 77 93 
81.2 37.5 62 

妥ド：－M手伝 76 78.0 18.8 62.5 

無蓋端肥厚fH巴厚 100 100.0 38.7 31.G 
90 

%一様 78 
85 

61.3 68.乙

卵殻性の一様γ’］~不一均様等 78 91 
85.6 82 

96 14.4 

フォ Jレマリ
プォ Jレマリ

鮮 シ固定 フォ Jレマリ新実鮮 フォ Jレマリ
備 考 シ固定 雲 ン固定 学的だいシ固定

満訓i産犬 験的，犬近畿地方産 九州産豚 こねずみ韓国人
いたち

( 34 ) 



大巾位に規準をおくととは信頼出来る．然し木例の如〈

石灰沈前ーを起しているものについては，形態変化の可能

性もあるので＼前者即ち卵殻無、葦端肥厚の有無が kη よ

い鑑別点となるだろう．叉卵殻の特殊肥厚部以外の様問

ては Pwは97%が不均等て， Po,Piは75～91°6が均等

てあるとしている．との鑑別点も］二記無蓋端肥厚の有無

と同様，卵殻の不変性のなからよい基準となると忠われ

る． ( 3) Poと Piとの鑑別は巾径比て， Poは6』，

Piは56と相違し， Poはやや丸味を帯びた卵殻て・＇， Pi 

は中央に最大巾位があり亜紡錘形てあるとし，， Pwは先

太りの逆卵形である．以上の諸点から Pw,Po, Piの 3

種は同定可能としている.Pkの虫卵に関しての基準は

未だ確立されていなし、．

以上の諸点をみると本例の肺吸虫卵は第2表の如く，

大いさ74.1V49.5μ，巾径比例.8，最大巾位は中央部に

多く，卵殻無蓋端の肥厚のないもの68.4%，卵殻の一様

のもの 85.6%で Po或いは Piと同定される成績であ

る．唯一つ対称性についてのみ Pwと一致する成績を示

してし、る．

然しこれに対して宮崎，横川らは．種の同定は虫卵の

みでは不可能であり，母虫の卵巣や皮赫等が鑑別の要点

であるといい，叉メタセルカリアの形態によっても同定

可能としている．横川は以上の鑑別とは逆に，本症躍起、

患者の常住地域のメタセルカリアの種同定により診断し

符7とともいっている．

然し木例の如く虫卵だけしか発見されず，しかも石灰

沈着を起している場合卵殻が変化を来している事も考え

られるので，卵の形態によるだけでは肺吸虫の種の確定

は困難であると思われるが，本例のような Pwてないを

忠われる肺吸虫寄生例を幾っか経験したという人もあ

る．叉宮崎は文献的に川村 ・室が報告している肺吸虫症

について，その発生地域には Piの第2中間宿主てある

クロベンケイへの寄生を高率に認め， Piの人体への寄

生の可能性を信ずると報告している．

要ナるに本症例の異所寄生をおとしている肺吸虫はそ

の同定に際して，卵の形態的特徴のみによらざるを得な

いが，それによれば本虫卵は Pwてはなくて寧ろ Po或

いは Piのどちらかと考えられる．勿論卵の形態のみに

よる同定は絶対的精確さを期し得ないかも知れないとし

ても，然らば Pwとするという根拠もそれ以上に薄弱て

ある．若し本例が果して Po或いは Piの寄生例とすれ

ば，大平肺吸虫或いは小型大平肺吸虫の人俸寄生例とし

ては最初の報告例といえるものである．
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結語

剖検例から偶然に発見された肺吸虫卵嚢胞の 1例の概

略を報件し，加えて虫卵のみによる種同定を試み，本虫

卵はウエステルマン肺吸虫卵ではなく，大平肺吸虫或い

は／N型大平肺吸虫卵の性状に一致するものであるとの結

論に達したが，虫卵のみによる同定の不完全さから大平

肺吸虫或いは小型大平肺吸虫の人体寄生の可能性の存慌

を強調するに止まった．

終りに臨み，発表の契機を与えて下さり，種々御示教

御忠告を戴いた前岡山大学医学部教授山口左仲博士に感

謝します

常本例の要旨は第 28回日本寄生虫学会東京総会で示

説した
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AN AUTOPSY CASE OF HETEROTOPIC PARASITISM WITH PARAGONIMUS 

IN HUMAN PARAPROCTAL REGION 

NORIHISA MAMIY A 

(Dφartment of Pathology, Faculり of1¥!ledicine, Shinshu University, 

Matsumoto, Japan) 

The present work concerns the first report on the heterotopic parasitism with P. ohirai 

or P. iloktsuenensis in the human paraproctal region of a patient aged 54, Korean male who 

was used to t aste crabs in his lifetime, was diagnosed as gastric cancer and died 15 

months after admission. At the autopsy gastric cancer, its metastasis to the viceral organs partial 

pulmonary haemorrhage，五brousadhesion, and calcification of pleura were observed. Especially 

in connective tissue surrounding the posterior part of rectam several greyish white cysts (5 to 

30 mm  in diameter) containing the numerous eggs of paragonimus were found. In other tissues 

and organs neither flukes nor eggs were recognized. 160 eggs, fixed with formalin, collected 

from cysts by means of antiformin-glycerine method and were measured 74.1 by 49.5 microns 

in average, in size. and the lengthfwidth ratio was 100/66.8 as average. 68 .1 % of eggs examined 

was found to have the maximam width in the middle or in the operculated half of them and 

62.5% was found to be asymmetric in shape. The eggs without partly thickened shell in 

the aboperculated end were found in 68.4 % and those with a shell of uniform thickness, in 

85.6%. Thus it is reasoned that these eggs examined are not those of P. westermani hut 

of P. ohirai or P. ilokt‘f 

only morphological observation on their eggs. This case is definitely indicative of the occur-

rence of hetrotopic human parasitism with P. ohirai or P. iloktsuenensis. 

( 36) 




